
石狩まるごと、こどもの学校

いしかりONE

早稲田大学 須田 渚
北海学園大学 安保 晴喜



私たちが石狩市を巡って感じた課題

仕事はある。
働く人がいない。

02 課題



なぜ人材不足が起きているか？
02 課題

①通勤手段が限られている

②石狩の仕事・企業を知る機会が少ない

③市内企業と学生・若者の接点が少ない

④札幌の求人との競争が強い

⑤石狩市がベッドタウン化している
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02 課題

小さい時からの教育









いしかりONE

・移動…自家用車

・月１定期開催＋長期休みのスペシャルプログラム

・申し込み…オンライン

・集客方法…親向け→Instagram

子供向け→児童館でのPR、YouTube

・運営…学生ボランティア団体

03 ソリューション構想



いしかりONEの特徴

→周遊型・地域密着性

04 石狩の企業が取り組む意義

＜企業にとってのメリット＞

・企業PR

・住民からのサポート獲得

・将来的な人材確保への可能性 など



事業予算について

05 マネタイズ

・参加費

・企業からの協賛金

1,000 円／人

・団体活動費

・企業へ支払う材料費

等

企業からの協賛を中心に、顧客から参加費として1,000円

徴収することで事業を安定化させます。

得た収入は、学生団体が石狩市内で活動する費用や

本事業で企業がかかる一部材料費や必要経費に使用すること

で石狩市のより良い活性化へと発展させます。



石狩市にとってのメリット

06 地域波及効果

住民と産業の

心理的隔離の解消

地域活性化

・

シビックプライドの醸成

地域課題の解消



まずは本格的にスタートするのではなく、

スモールスタートでの開催！

07 第一歩とは？

・期間…2日間

・参加企業…3～6企業

・集客目標…10組程度

例えば！

すでに繋がりがある企業同士で協力

→事業としての実績をつくる

→仲間が増えていき参加者も集まる！



いしかりONEが目指す地域課題解決

08 おわりに NEURAFORM

人手不足

→若い世代への教育
による解決



いしかりONEの目標

08 おわりに NEURAFORM

１. 子どもの時から職業や社会について関心を持つ

２. 学校の勉強だけではない教育を受ける

３. 石狩市のあたたかい面、成長し続けている面を知る
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